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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　垂直母線室に配置された垂直母線を有する配電盤において、前記垂直母線を挟んで相対
向し、前記垂直母線室のベースとなる一対の垂直母線室フレームと、前記垂直母線室フレ
ームの後面側に取り付けられ碍管が貫挿される前面側垂直母線仕切り板と、前記垂直母線
室フレームに支持され、前記碍管が貫挿されるとともに前記垂直母線を覆うよう断面コ字
状に形成された後面側垂直母線仕切り板とを設けたことを特徴とする配電盤。
【請求項２】
　前記垂直母線室フレームは、断面Ｌ字状からなることを特徴とする請求項１記載の配電
盤。
【請求項３】
　前記後面側垂直母線仕切り板は、前記前面側垂直母線仕切り板に取り付けられ、前記前
面側垂直母線仕切り板を介して前記垂直母線室フレームに支持されたことを特徴とする請
求項１または２に記載の配電盤。
【請求項４】
　前記後面側垂直母線仕切り板は取付フランジを有することを特徴とする請求項３に記載
の配電盤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　この発明は、例えば複数段に遮断器ユニットが収納される閉鎖型配電盤等の配電盤に関
し、特に各遮断器ユニットに電力を分配する垂直母線などの分岐母線の分岐母線室の構造
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の配電盤としては、例えば、図５および図６に示すものがある。図５は断面側面図
を示し、図６は図５のVI－VI線における要部断面平面図を示す。
　これら各図において、１は閉鎖型配電盤等の配電盤であり、遮断器室２、水平母線室３
、垂直母線室４等に区画されている。５は遮断器室２が複数段、例えば４段構成とされ、
各段にそれぞれ設けられた台車床板である。６は各台車床板５に挿着され、コンビネーシ
ョンユニット７が搭載されたコンビネーション台車である。８は水平母線室３に配置され
た水平母線である。９は一端が水平母線８と接続され、垂直母線室４に配置された各コン
ビネーションユニット７に電力を分配する垂直母線である。１０は垂直母線９を支持する
垂直母線支持具である。１１は碍管である。パワーヒューズ７ａとＶＭＣ（真空コネクタ
）の組合わせでコンビネーションユニット７を構成する。
【０００３】
　１２は垂直母線室４を構成するための一対の垂直母線室フレームであり、断面コ字状に
形成され、前面側の突出部１２ａが短く、後面側の突出部１２ｂが前面側の突出部１２ａ
より長く形成されている。一対の垂直母線室フレーム１２間に垂直母線９が配置されてい
る。１３は一対の垂直母線室フレーム１２の後面側の突出部１２ｂの内方側に設けられた
後面側垂直母線仕切り板であり、碍管１１が貫挿されている。１４は一対の垂直母線室フ
レーム１２の前面側の突出部１２ａの外方側に設けられた前面側垂直母線仕切り板であり
、碍子１１が貫挿されている。これら一対の垂直母線室フレーム１２、後面側垂直母線仕
切り板１３、前面側垂直母線仕切り板１４により、前後左右が仕切られた構造の垂直母線
室４が構成されている。
【０００４】
　以上のように構成された閉鎖型配電盤１において、後面側垂直母線仕切り板１３が垂直
母線室フレーム１２の後面側の突出部１２ｂの内方側に取り付けられている理由としては
、閉鎖型配電盤１を組み立てる際、閉鎖型配電盤１の後面側を下向きに寝かせて組み立て
られていく。したがって、最初に閉鎖型配電盤１の箱体フレームに取り付けられた垂直母
線室フレーム１２の後面側の突出部１２ｂの内方側に後面側垂直母線仕切り板１３を取り
付けるという組み立て手順によるものである。そして、前面側垂直母線仕切り板１４は垂
直母線室フレーム１２の前面側の突出部１２ａの外方側に取り付けられる。
【０００５】
　また、垂直母線室フレーム１２は、後面側垂直母線仕切り板１３、前面側垂直母線仕切
り板１４の板厚よりも厚くして垂直母線室４の強度を高めている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１１－３４１６１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述した従来の配電盤においては、垂直母線室４内の垂直母線９や垂直母線支持具１０
の保守や点検、あるいは取替え等を行う場合には、前面側垂直母線仕切り板１４を垂直母
線室フレーム１２の前面側の突出部１２ａから取り外す必要がある。
　このように、前面側垂直母線仕切り板１４を垂直母線室フレーム１２の前面側の突出部
１２ａから取り外すためには、台車床板１０も取り外す必要があり、多大の作業時間およ
び労力を要するという課題がある。
【０００８】
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　これは後面側垂直母線仕切り板１３が垂直母線室フレーム１２の後面側の突出部１２ｂ
の内方側に取り付けられてあるためであり、その後面側垂直母線仕切り板１３を取り外す
ことができない。その結果として、前面側垂直母線仕切り板１４を取り外すしかないため
である。
【０００９】
　この発明は上記のような課題を解決するためになされたものであり、簡単な構成で垂直
母線室内の保守、点検を容易に行うことができる配電盤を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この発明に係わる配電盤は、垂直母線室に配置された垂直母線を有する配電盤において
、前記垂直母線を挟んで相対向し、前記垂直母線室のベースとなる一対の垂直母線室フレ
ームと、前記垂直母線室フレームの後面側に取り付けられ碍管が貫挿される前面側垂直母
線仕切り板と、前記垂直母線室フレームに支持され、前記碍管が貫挿されるとともに前記
垂直母線を覆うよう断面コ字状に形成された後面側垂直母線仕切り板を設けたものである
。
【発明の効果】
【００１１】
　この発明に係わる配電盤は、簡単な構成で垂直母線室内の保守、点検を容易に行うこと
ができる配電盤を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】この発明の実施の形態１に係わる配電盤を示す要部断面平面図である。
【図２】この発明の実施の形態１に係わる配電盤を示す要部斜視図である。
【図３】この発明の実施の形態２に係わる配電盤を示す要部断面平面図である。
【図４】この発明の実施の形態３に係わる配電盤を示す要部断面平面図である。
【図５】従来の配電盤を示す断面側面図である。
【図６】従来の図５のVI－VI線における要部断面平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
実施の形態１.
　以下、この発明の実施の形態１を図１および図２に基づいて説明する。図１はこの発明
の実施の形態１に係わる配電盤を示す要部断面平面図である。図２はこの発明の実施の形
態１に係わる配電盤を示す要部斜視図である。なお、図２は遮断器室２が例えば３段構成
とされる場合に対応した実施の形態となっている。
【００１４】
　これら各図において、９は垂直母線すなわち分岐母線、１０は垂直母線支持具、１１は
碍管である。１５は垂直母線９を挟んで相対向し、垂直母線室４すなわち分岐母線室のベ
ースとなる一対の垂直母線室フレームすなわち分岐母線室フレームであり、例えば断面Ｌ
字状からなる。１６は垂直母線室フレーム１５の後面側に取り付けられた前面側垂直母線
仕切り板すなわち分岐母線仕切り板、１７は垂直母線室フレーム１５に支持され、垂直母
線９を覆うよう断面コ字状に形成された後面側垂直母線仕切り板であり、後面側垂直母線
仕切り板１７は例えば取付フランジ１７ａおよび碍管１１を通す貫挿穴１７ｂを有し、そ
の取付フランジ１７ａを前面側垂直母線仕切り板１６に取り付け、その前面側垂直母線仕
切り板１６を介して垂直母線室フレーム１５に支持される場合を示している。
【００１５】
　なお、垂直母線室フレーム１５の板厚は、前面側垂直母線仕切り板１６および後面側垂
直母線仕切り板１７の板厚より厚く構成して垂直母線室４を支えるための必要な強度を確
保している。また、必要な強度を確保しつつ板厚の厚い材料を極力少なくするため、垂直
母線室フレーム１５は必要最小限の例えば断面Ｌ字状で構成している。
【００１６】
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　次に動作について説明する。上述した実施の形態１による配電盤においては、組み立て
手順としては、閉鎖型配電盤１を組み立てる際、閉鎖型配電盤１の前面側を下向きに寝か
せて組み立てて行くことで、組み立て作業性が悪化することも無い。すなわち、最初に閉
鎖型配電盤１の箱体フレームに取り付けられた断面Ｌ字状の一対の垂直母線室フレーム１
５の後面側に前面側垂直母線仕切り板１６を取り付ける。そして、断面コ字状の後面側垂
直母線仕切り板１７はその取付フランジ１７ａを前面側垂直母線仕切り板１６に取り付け
ることにより、垂直母線室フレーム１５に前面側垂直母線仕切り板１６を介して支持され
る。
【００１７】
　ところで、垂直母線室４内の垂直母線９や垂直母線支持具１０の保守や点検、あるいは
取替え等を行う場合には、後面側垂直母線仕切り板１７を取り外すだけでよく、上述した
従来のように、台車床板１０を取り外す必要が全くなくなり、多大の作業時間および労力
を要することなく、垂直母線９や垂直母線支持具１０の保守や点検、あるいは取替え等を
簡単に容易に行うことができる。
【００１８】
　また、垂直母線室フレーム１５は、上述した従来のように、板厚の厚い断面コ字状で大
きな垂直母線室フレーム１２ではなく、垂直母線室４を支えるための必要な強度を確保し
つつ板厚の厚い材料を極力少なくするため、垂直母線室フレーム１５は必要最小限の例え
ば断面Ｌ字状の大きさで構成している。したがって、材料費の節減を図ることができると
ともに重量も軽量化することができる。
【００１９】
実施の形態２.
　この発明の実施の形態２を図３に基づいて説明する。図３はこの発明の実施の形態２に
係わる配電盤を示す要部断面平面図である。
【００２０】
　上述した実施の形態１においては、後面側垂直母線仕切り板１７はその取付フランジ１
７ａを前面側垂直母線仕切り板１６に取り付けることにより、垂直母線室フレーム１５に
前面側垂直母線仕切り板１６を介して支持される場合について述べたが、この実施の形態
２においては、後面側垂直母線仕切り板１７はその取付フランジ１７ａを垂直母線室フレ
ーム１５に取り付けて支持されるようにしたものであり、上述した実施の形態１と同様の
効果を奏する。
【００２１】
実施の形態３.
　この発明の実施の形態３を図４に基づいて説明する。図４はこの発明の実施の形態３に
係わる配電盤を示す要部断面平面図である。
【００２２】
　上述した実施の形態２においては、後面側垂直母線仕切り板１７はその取付フランジ１
７ａを垂直母線室フレーム１５に取り付けて支持される場合について述べたが、この実施
の形態３においては、後面側垂直母線仕切り板１７の取付フランジ１７ａを設けておらず
、断面コ字状の後面側垂直母線仕切り板１７の遮断器室２側に突出する面を断面Ｌ字状の
垂直母線室フレーム１５の後面側に突出する部分に取り付けて支持されるようにしたもの
であり、上述した各実施の形態と同様の効果を奏する。
　なお、上記の各実施の形態では分岐母線が垂直母線の場合について説明したが、分岐母
線がケーブルの場合であってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　この発明は、簡単な構成で垂直母線室内の保守、点検を容易に行うことができる配電盤
の実現に好適である。
【符号の説明】
【００２４】
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　１　配電盤　　　　　　　　　　　　　　４　垂直母線仕切り板
　９　垂直母線　　　　　　　　　　　　　１０　垂直母線支持具
　１５　垂直母線室フレーム　　　　　　　１６　前面側垂直母線仕切り板
　１７　後面側垂直母線仕切り板

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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